
№ 質問事項 質  問 回  答 

１ 実施要領 

 ６(４)ウ 

「※副本には会社名を記載しないこと。」と記

載されておりますが、記載通り副本に会社名は記

載しない認識でよろしいでしょうか。 

 実施要領のとおり記載は不要です｡ 

２ 企画提案書作成要領 

 １(３)、３ 

 「１(３)見積書及び積算内訳書（任意様式）」

で提示する見積書と「３見積書及び積算内訳」で

提示する見積書は同じことを指しておりますでし

ょうか。 

 もし同じこと指している場合、コンビニ交付シ

ステムに関する見積を除外した、戸籍情報システ

ム賃貸借60ケ月（導入費用、システム費用、運用

及び保守）での見積となりますでしょうか。 

また、回線費用も除外でよろしいでしょうか。 

 「１(３)見積書及び積算内訳書（任意様

式）」と「３見積書及び積算内訳」は同じ

見積書を指しています。 

 「１(３)見積書及び積算内訳書（任意様

式）」を作成する際の留意事項を「３見積

書及び積算内訳」に記載しています。 

 「１(３)見積書及び積算内訳書（任意様

式）」には、使用及び賃貸借期間を令和５

年３月から60か月とする戸籍情報システム

導入費用、システム使用料、運用及び保守

費用の合計額を記載願います。 

積算の際は、クライアント、プリンタ等

の周辺機器についても計上してください。 

 また、本庁舎とデータセンター間の回線

は、受注者が調達するものとし、その回線

利用料も含めることとします。 

 



№ 質問事項 質  問 回  答 

３ 別紙 評価基準表 

「システム稼働実績」 

イ(ウ)、(エ) 

「戸籍証明書コンビニ

交付システム導入及び

運用費用」 

(オ)、(カ) 

質問項目が重複しておりますが、各々どのよう

な解釈でご提出させていただければよろしいでし

ょうか。 

 質問の趣旨は、「システム稼働実績」イ

(ウ)、(エ)では、クラウド形態による戸籍

情報システム（基幹系システム含む）の稼

働実績を、「戸籍証明書コンビニ交付シス

テム導入及び運用費用」(オ)、(カ)では、

クラウド形態による戸籍証明書発行、基幹

系システム関連の住民票等証明書発行の実

績を回答していただくものです。 

 質問項目の誤記のため、訂正します。 

４ 別紙 評価基準表 

 「クラウドサービス提

供体制」 

  ア(イ) 

評価基準では、IP-VPN以外は認めないように見

受けられます。IP-VPN以外の通信回線は提案でき

ないと受け止めになりますでしょうか。 

 IP-VPN以外の提案を認めます。 

 ただし、平成30年１月18日付け法務省民

一第19号民事局民事第一課長回答による認

容事例は、接続回線をIP-VPNとして認容さ

れております。IP-VPN以外の回線として認

められる回線は、IP-VPNと同等以上のセキ

ュリティ対策が講じられた回線とし、IP-

VPNと同様に評価します。 

 IP-VPNと同等以上の回線を提案する場合

は、提案書にIP-VPNと同等以上とする根拠

を記載願います。 
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５ 別紙 評価基準表 

  「移行経費 既存シ

ステム事業者からの移

行データに係る費用が

発生する」 

 評価基準「移行経費が発生しない場合：60」で

すが、配点「30」となっております。どちらが正

しいのでしょうか。 

 配点「30」が正しいものです。 

 評価基準の誤記ため、次のとおり訂正し

ます。 

移行経費が発生しない場合：30 

６ 機能要件回答書 

項番45 文字 

項番45「辞書には記載されていないが、実際に

戸籍に使用されている文字が外字ではなく、内字

として、即時利用できること。」は、今後､事務内

連携システムとの連携を前提として、戸籍統一文

字の56,000文字強の文字変換ができ、入出力がで

きる事務の要件で内字として即時利用ができるこ

と、という解釈でよろしいでしょうか。即時利用

が可能であれば、内字である必要はないかと考え

ますが、内字とすることが必須である場合、その

理由を教えて下さいますでしょうか。 

また、この項目での内字とは、日本語領域の文

字コードが該当するとの認識でよろしいでしょう

か。 

 「戸籍統一文字の56,000文字強の文字変

換ができ、入出力ができる事務の要件で内

字として即時利用ができること」という解

釈で構いません。 

 今回、当市が求める戸籍情報システムは､

外字管理を必要としないシステムです。 

 この理由については、外字管理に要する

市職員の負担軽減と、他業務システムとの

連携において文字変換テーブル、文字変換

ツール等による変換処理の多階層化、複雑

化を防止し、文字管理を簡略化しようとす

るものです。 

 この項目での内字とは、外字の対義語と

して使用しており、日本語領域の文字コー

ドを想定しています。 
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７ 【様式第７号】業務の実

施体制調書 

 「※配置を予定している者全員について記入し

て下さい。」とありますが、本業務に関係する部

署毎の責任者を記載し、その下部に所属している

社員数を記載する方法でもよろしいでしょうか。 

 本業務における役割毎の責任者について

は必ず記載願います。 

 責任者以外に、配置を予定されている方

がいる場合は記載願います。 

 所属社員数の記載は不要とします。 

 


